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Ⅰ. ふるさと秋田元気創造プランに基づく施策

秋田を元気にする平成22年度9月補正予算の主なもの

国の「経済危機対応・地域活性化予備費」の活用 …………………… 2,470,000 千円
道路・街路・河川・砂防・林野・農地防災など県土の整備を充実します。

公共事業で更なる経済対策

Ⅱ. スポーツ・教育・文化でつくる元気な秋田
● 「あきた鹿角国体2011」地域活性化事業 …………………………… 27,802 千円
●田沢湖スポーツセンター施設改修事業 ………………………………… 3,781 千円
●私立学校運営助成事業 …………………………………………………… 88,262 千円
●能代地区統合高校整備事業 …………………………………………… 22,254 千円

新

新

● 雇用基金等を活用し、新規雇用を創出しています。10月補正分５０４人の新規雇用あわせて本年度は約
3,000人を新規雇用します。
●住宅リフォーム・新築を支援しています。

1　切れ目ない「経済・雇用対策」

● 「ベビーウェーブ・アクション」強化促進事業 …………………………19,560 千円
　①「あきたde愛」支援強化事業 …………………………………………… 9,520 千円
　②「ベビーウェーブ・アクション」キャンペーン事業 …………………10,040 千円
● 保育所整備等特別対策事業 ……………………………………………225,679 千円
● 市立高等学校就学支援事業 ………………………………………………55,412 千円

新
2　県民が一丸の「脱少子化秋田」

●県民の医療の確保に関する臨時対策基金積立金 …………… 5,000,000 千円
●ドクターヘリ導入事業 ………………………………………………………… 8,517 千円
●医療秘書等配置促進事業 ………………………………………………… 41,668 千円
●新型インフルエンザ対策事業 …………………………………………… 19,193 千円

新
3　「安心医療秋田」、「協働社会秋田」をつくる
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自由民主党会派の考え方
人々は「夢」のあるところに魅力を持ち、集います。
人々が集まると「夢と知恵」がたくさん産まれます。
夢と知恵が大きく響き合うと「元気」が出てきます。
人々は夢と知恵と元気があるところにワクワクする
思いを抱きながら、憧れを持って集まってきます。
私たち自民党会派はこのような秋田県の実現を
目指します。

自由民主党会派の紹介

ごあいさつ 自由民主党会派  会長  鈴木 洋一
　民主党の相変わらずの迷走劇、益々国益を損ねております。
　尖閣諸島の問題、正に屈辱的な外交姿勢であり、大半の国民が強い憤りを感じているものと思います。我が国固有の領土を断固として守るという毅然たる姿
勢も気概を持たず、何らなす術もなく中国の圧力に屈し、無残な外交的敗北を喫してしまいました。しかもその重大な政治決断を一地方検察庁の責任に転嫁す
るなど、我が国の政権を担う能力や責任感が微塵も感ぜられず、このような内閣には1日も早く退陣してもらわなければなりません。
　更に小沢一郎議員の問題ですが、検察審査会は起訴相当の結論を出しました。国民感情として妥当な結論でありますが、起訴の有無にかかわらず、小沢議
員は自ら公の場で説明責任を果たしたうえで、出処進退について議員辞職も含めてけじめをつけるべきであり、民主党自体の自浄能力も問われているのであり
ます。
　いずれにしても民主党の政権担当能力のなさは誰の目にも明らかであり、我が自民党が責任ある保守政党として揺るぎない政策と矜恃を持ちながら、政権
奪還を果たす事が国益と国民の幸せにつながるものと確信しております。秋田県連としても党再生のため全力を尽くして参りますので、今後ともご指導ご支援賜
りますようお願い申し上げます。


